
                                           

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

月 15 日（土）、地元の五日市高校の第 45

回文化祭（五高祭）に「餅つき」で参加

しました。 

昨年は校舎の改築工事中のため不参加でしたが、

地元からの参加は今年で 13 回目になりました。 

学校でも生徒が地域と触れ合う場として位置づけ、

重要な交流の場と考えられています。 

 

 

晴天続きだった 6 月でしたが、五高祭の当日は

農家では恵の雨でしたが、イベントにはあいにく

の雨になりました。 

当日は“乙女会”と“と～かんサポート”のメン

バー23 名が参加しました。50 ㌔の餅を搗いて 2

ヶ入り 100 円を 347 個完売しました。 

スタッフの皆さん、ご苦労さまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日市高校との交流が始まる前の話です

が、当時の生徒の中には「暗くなった

時間帯に無灯火の自転車で走行する」

「歩道を自転車がすり抜ける」「自転車が並んで走

る」「建物のかげでたばこを吸う」等の苦情が寄せ

られていました。 

相互交流が始まってから、こうした生徒のマナー 

違反は減少しています。学校側でも生徒と地域と

の交流活動は、成人後の社会参加に役立つと高く

評価されています。 

 

 

H17 年（2005）にスタートした東観音台連合会

（愛称：と~かん連合会）と、五日市高校との交流

は、翌年の H18 年（2006）から始まりました。 

その後、フェスタに五高生のみこし担ぎ、書道パ

フォーマンス、音楽部の参加と発展し、五高生と

地元とのコラボが今日まで続いています。 

 

 

 

 

 

 

６ 五 

令和1年７月１日 発行 

～雨にも負けず50キロの餅を完売しました～ 

ふれあいで生徒のマナー向上 

 

第 45回・五高文化祭で生徒と交流 

フェスタ（秋祭り）参加で深まった交流 

雨の中、347パックの餅を完売 

（搗きたて餅を買う人で賑わっています） 

（もち肌の美人餅ですよ！！） 



 

 

 

 

 

 

府が提唱する、大雨や土石災害から身を

守るための「防災情報」の基準が５段階

に新しくなりました。 

郊外型の住宅団地は、どこも山の斜面をけずっ

て傾斜地に住宅地を造成しています。最近のゲリ

ラ豪雨はどこの住宅団地でも安心できません。 

 

 

6／7（金）に避難の新基準が発表されてから、

初めて警戒レベル４（全員避難）が、広島市のほ

ぼ全域にわたって発令されました。 

東観音台地域も「レベル 4」の対象地域になっ

ていましたが、実際に避難した人について佐伯区

災害対策本部に問い合わせたところ、五日市高校

に避難した人は一世帯 2 名とのことでした。 

全市でも同様に避難した人は数%だったと報じ

ています。 

 

 

「大雨や土砂災害から命を守るために」と制定

された新防災情報基準と、同時に生命をも守るた

めに、行政は「たとえ空振りでも早めの避難勧告

を出す」ことになっています。 

一方、空振りが多いとまたかと“オオカミ少年

にならないか”危惧されています。 

また「自宅から避難施設までの逃げやすい距離」

としては 300~550m という調査があります。  

この距離による避難場所としては「一時避難所」

が有効といわれています。 

東観音台では“ジョイフルファミリー観音台”

“第一・二集会所”“倉重荘”があります。但し

一時避難所の運営（鍵の開け閉め、冷暖房等）は、

自主防災会（又は町内会）の活動になります。 

生活避難所（五日市高校）は、行政が開設する

ので警報が出たらいつでも避難できます。 

 

／2（日）、一斉清掃が終わったら 

街の縁側“と~かんカフエ”で、

お福分け交流に 100 人近い人たち

が楽しく交流のひと時を過ごしました。 

会場では好評の“高齢者いきいきポイント”。

「朝どり野菜」「切り花」「クッキー」「婦人服」

のミニショップ。介護、リフォームの相談コーナ

ーがにぎわっていました。 

 

 

吉沢久子さん（大正 7 年生）が出版された「100

歳の 100 の知恵」の中で“お福分け”という美

しい言葉を紹介しています。 

“おすそ分け”の意味ですが、福を分けてあげ

るという、ほんわかとした言葉づかいにお互いが

ほっこりします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政 ６ 

★企画・編集：と～かんサポートクラブ 

広報部会 

★発行年月日：令和 1 年 7 月１日 

★発 行 者：高田 稔（☎922-5844）  

★文 責  ：中倉 勇（☎922-4320） 

★ホームページ：k a n n o n d a i  . c o m 

あなたはいつ・どこに避難しますか？ 

 

◆と き：R1年 7 月 7日（日） 

◆じかん：10：00～12：00 

◆ところ：第一集会所 駐車場 

◆ねだん：コーヒー＋クッキー 100 円 

◆そうだん：介護、リフォーム 

◆フリマ：花、野菜、クッキー、婦人服 

★七夕に願いを書いて下さい★ 

（予告）7月と～かんカフェ 

 

～町内一斉清掃の後はと～かんカフェでお福分け交流～ 

新基準で避難した人は？ 

一時避難所と生活避難所の避難 

と～かんカフェはお福分けの場 

100歳のお福分けにあやかりたい 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1528871226/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy53YW5wdWcuY29tL2lsbHVzdC9pbGx1c3QxMDcwLnBuZw--/RS=^ADBqQLzcPQdftWSidwpZVD0M4Dn6z8-;_ylt=A2RCK_u6Zx9bsAIASAaU3uV7

